
（
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
の
処
分
等
に
当
た
つ
て
の
保
管
期
間
）

（
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
の
処
分
等
に
当
た
つ
て
の
保
管
期
間
）

第
八
条
の
十
二
の
二

令
第
六
条
の
五
第
一
項
第
二
号
リ

の
規
定
に
よ
る
環
境
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
当
該

特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
の
処
理
施
設
に
お
い
て
、
適
正
な
処
分
又
は
再
生
を
行
う
た
め
に
や
む
を
得
な
い
と
認

め
ら
れ
る
期
間
と
す
る
。

第
八
条
の
十
二
の
二

令
第
六
条
の
五
第
一
項
第
二
号
チ

の
規
定
に
よ
る
環
境
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
当
該

特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
の
処
理
施
設
に
お
い
て
、
適
正
な
処
分
又
は
再
生
を
行
う
た
め
に
や
む
を
得
な
い
と
認

め
ら
れ
る
期
間
と
す
る
。

（
基
準
適
合
廃
水
銀
等
処
理
物
の
埋
立
処
分
に
関
す
る
所
要
の
措
置
）

（
新
設
）

第
八
条
の
十
二
の
三

令
第
六
条
の
五
第
一
項
第
三
号
ヲ

の
規
定
に
よ
る
環
境
省
令
で
定
め
る
措
置
は
、
次
の

と
お
り
と
す
る
。

一

埋
立
処
分
は
、
最
終
処
分
場
（
令
第
七
条
第
十
四
号
ハ
に
規
定
す
る
最
終
処
分
場
に
限
る
。）の
う
ち
の
一

定
の
場
所
に
お
い
て
、
か
つ
、埋
め
立
て
る
基
準
適
合
廃
水
銀
等
処
理
物
が
分
散
し
な
い
よ
う
に
行
う
こ
と
。

二

埋
め
立
て
る
基
準
適
合
廃
水
銀
等
処
理
物
が
そ
の
他
の
廃
棄
物
（
第
八
条
の
六
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で

に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
た
め
当
該
各
号
に
掲
げ
る
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
と
区
分
さ
れ
て
い
な
い
廃
棄

物
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）と
混
合
す
る
お
そ
れ
の
な
い
よ
う
に
、
他
の
廃
棄
物
と
区
分
す

る
こ
と
。

三

埋
め
立
て
る
基
準
適
合
廃
水
銀
等
処
理
物
が
流
出
し
な
い
よ
う
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

四

埋
め
立
て
る
基
準
適
合
廃
水
銀
等
処
理
物
に
雨
水
が
浸
入
し
な
い
よ
う
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

（
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
保
管
基
準
）

（
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
保
管
基
準
）

第
八
条
の
十
三

法
第
十
二
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
保
管
基
準
は
、
次
の
と
お
り

と
す
る
。

第
八
条
の
十
三

法
第
十
二
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
保
管
基
準
は
、
次
の
と
お
り

と
す
る
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

四

特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
に
他
の
物
が
混
入
す
る
お
そ
れ
の
な
い
よ
う
に
仕
切
り
を
設
け
る
こ
と
等
必
要
な

措
置
を
講
ず
る
こ
と
。
た
だ
し
、
第
八
条
の
六
各
号
に
掲
げ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

四

特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
に
他
の
物
が
混
入
す
る
お
そ
れ
の
な
い
よ
う
に
仕
切
り
を
設
け
る
こ
と
等
必
要
な

措
置
を
講
ず
る
こ
と
。
た
だ
し
、
感
染
性
産
業
廃
棄
物
と
感
染
性
一
般
廃
棄
物
と
が
混
合
し
て
い
る
場
合
で

あ
つ
て
、
当
該
感
染
性
廃
棄
物
以
外
の
物
が
混
入
す
る
お
そ
れ
の
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

五

（
略
）

五

（
略
）

（
産
業
廃
棄
物
管
理
票
の
交
付
）

（
産
業
廃
棄
物
管
理
票
の
交
付
）

第
八
条
の
二
十

管
理
票
の
交
付
は
、
次
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

第
八
条
の
二
十

管
理
票
の
交
付
は
、
次
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

当
該
産
業
廃
棄
物
の
種
類
（
当
該
産
業
廃
棄
物
に
石
綿
含
有
産
業
廃
棄
物
、
水
銀
使
用
製
品
産
業
廃
棄
物

又
は
水
銀
含
有
ば
い
じ
ん
等
が
含
ま
れ
る
場
合
は
、
そ
の
旨
を
含
む
。）、
数
量
及
び
受
託
者
の
氏
名
又
は
名

称
が
管
理
票
に
記
載
さ
れ
た
事
項
と
相
違
が
な
い
こ
と
を
確
認
の
上
、
交
付
す
る
こ
と
。

三

当
該
産
業
廃
棄
物
の
種
類
（
当
該
産
業
廃
棄
物
に
石
綿
含
有
産
業
廃
棄
物
が
含
ま
れ
る
場
合
は
、
そ
の
旨

を
含
む
。）、
数
量
及
び
受
託
者
の
氏
名
又
は
名
称
が
管
理
票
に
記
載
さ
れ
た
事
項
と
相
違
が
な
い
こ
と
を
確

認
の
上
、
交
付
す
る
こ
と
。

四
・
五

（
略
）

四
・
五

（
略
）

（
管
理
票
の
記
載
事
項
）

（
管
理
票
の
記
載
事
項
）

第
八
条
の
二
十
一

法
第
十
二
条
の
三
第
一
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
八
条
の
二
十
一

法
第
十
二
条
の
三
第
一
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
〜
十

（
略
）

一
〜
十

（
略
）

十
一

当
該
産
業
廃
棄
物
に
石
綿
含
有
産
業
廃
棄
物
、
水
銀
使
用
製
品
産
業
廃
棄
物
又
は
水
銀
含
有
ば
い
じ
ん

等
が
含
ま
れ
る
場
合
は
、
そ
の
数
量

十
一

当
該
産
業
廃
棄
物
に
石
綿
含
有
産
業
廃
棄
物
が
含
ま
れ
る
場
合
は
、
そ
の
数
量

２

（
略
）

２

（
略
）

（
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
へ
の
登
録
手
続
）

（
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
へ
の
登
録
手
続
）

第
八
条
の
三
十
一
の
二

法
第
十
二
条
の
五
第
一
項
（
法
第
十
五
条
の
四
の
七
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
以
下
同
じ
。）の
規
定
に
よ
る
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
へ
の
登
録
は
、
次
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

第
八
条
の
三
十
一
の
二

法
第
十
二
条
の
五
第
一
項
（
法
第
十
五
条
の
四
の
七
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
以
下
同
じ
。）の
規
定
に
よ
る
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
へ
の
登
録
は
、
次
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）
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